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“生命の樹” の、隠された １１番目のセフィラ “ ダアト ” は 

「他のセフィラとは次元が異なる。ダアトは生命の樹の深淵の上に存在する。 

他のセフィラの完全体・共有体という説もある。 

神が普遍的なものの中に隠し、賢いものは試練としてみつけようとした、神の真意―― 」 

私がダアトに感じる言葉は、 “愛” です 

誰にでもわかる普遍的なものであり、同時に、数々の試練を経て学んでいく崇高なものであり 

あらゆる全てが統合された、完全体、共有体＝神、神の真意ではないでしょうか？ 

１１番目
● ● ●

のセフィラとされる事から、白山菊理姫の本地といわれる “十一面観音” が連想されます 

観音は、神が人を救うために菩薩の位へと降りた、“愛の化身” です＾＾ 

もう一つ思いだされたのが、 

2011年９月、白山比咩神社における、アカデミー公式神事の時に 

メンバーの方を通していただいた、下記メッセージです 

―――――――――――――――――――――――――――――――――― 

9月 4日  『 神意のままに 』 

 

「心地よい」 「心地よい」 「心地よい」 

タン♪ タン♪ タン♪ タン♪ 

軽快なリズム 

タン♪ タン♪ タン♪ タン♪ 

ワクワク＾＾ ワクワク＾＾ ワクワク＾＾ 

さあ～みんなで踊りましょう！ 

 

すべては順調に進んでいます！ 

地上セルフも本格的に動きだし、とても嬉しく思います。＾＾ 

 

☆『神意』のままに進んでください。 

 

ハイアーセルフ連合＆神界宇宙連合 
 

―――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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根源の光の山 “ハム(白)山” としての、はじめての実働の日でもありました (^^)/ 

 

言葉にならない高次からのメッセージを、形（文字）にして人に伝えることは 

とても難しくもあり、メンバーの方に、感謝で一杯です 

私は、嬉しさに心躍らせながら、何度も読み返しました！。。。が 

その頃の私には、今一つ。。。順調って何の事？ というのが、正直なところでした ^^; 

 

2011年 1月、アカデミーに参加 

4月には、新 GWBHの入学式？なるものがあると聞かされ 

７月には、なんとなく白山頂上から呼ばれている気がするのだけれど。。。 で 

“ 白山登頂セレモニー神事 ” （一人で必死に白山に登っただけ？笑） となりました 

驚くべき 2013年 “ 新（神）宇宙開闢 ” に向けて、 

根源へのアセンションの道を、歩みはじめたばかりの地上セルフです 

 

いつの頃からか、 

「 目に見えないものは、あてにならない！ 後で、がっかりするに決まっている！」 

このような思い込みの中に、生きていました 

空気や電磁波等、現代科学で証明されていて、納得出来るものもありますが、 

世界の８５％が、まだ未発見のままの、五官で感知出来ないエネルギーの場と言われます 

確かにそこにあるものを、観ようとしてこなかったのです。。。 

こんな調子の地上セルフなので、高次の存在は、他の人を介してしか 

気持ちを伝える事が出来なかった。。。  

振り返ってみると、そう感じる場面が、何度もあったような気がします <(_ _)> 

 

メッセージを伝えて下さる方の心（ハート）の奥に、 

とてもあたたかくて、清らかな、光の世界が広がっているのを感じます 

喜びと共に、自身からこぼれ落ちる涙は、私の中にもある、 

それと同じ世界＝“ ∞の光の泉 ” から湧き出している  ―― そんな風に思うのでした 

 

人は、まわりの多くの方に支えられて、生きているのだと思います 

そこには、少し次元（進化の段階）の違う、天使やマスター、神々と呼ばれる 
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愛と光の存在があることを、自然と、受け入れることができるようになってきました 

コミュニケーションの方法は、 

唯一、自己の中心 “ハート” と “魂” が感知し、共鳴発現する 

“愛” “光” です！ (*^^*) 

 

中今で、2011年のメッセージを、もう一度振り返ってみたいと思います！ 

（軽快なリズム）
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『 』

 

 

 

 

中今のイメージで選んだ画像は 2017年１月に描いたもので、タイトルは 

 “ 新生 ヤマト皇国 ”  

 “ ヤマト ” と は、“大和”であり、大いなる 和の国 “日本” 

“ 皇 ” と は、あらゆる全ての命の源、根源太陽母神（根源天照皇太神）の 

神性遺伝子をもつ、“根源の愛の子供達”＝皇人（神人） 

日本に住む日戸（人）が、その真の姿に目覚め、尊い使命に生きる 

“ヤマト皇国”＝本当の日の本、誕生の時―― 

愛の喜びに弾ける、“日の丸” であり 

日の本の封印が解かれ、根源の太陽が輝きだす、“根源の愛の岩戸開き！！” 

との思いを、画像にしたものです＾＾ 

２０１１年神事当日の日記の中に、面白いつながりをみつけました  

自身がその日の “キーワード” として、取り上げていたのが 

 “新生” という言葉？！です 

インターネットで、その日ふと目にしただけの文字だけど、何となく気にかかる。。。で 

今日のテーマ！と、記していました 
 

 

 

このメッセージの意味が、地上セルフにもやっと観えてきました 

・:*:・☆・:*:・ ハイアーセルフ連合＆神界宇宙連合 ・:*:・☆・:*:・ 
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地上セルフの願う事、そしてその実践は、 

ハイアーセルフ連合、神界宇宙連合にとっての願い、希望でもあり 

ハム（白）山の始動は、ヤマト皇国創生へとつながっている、高次の地上計画の一部だった！ 

地上セルフはどこかでその事を知っていて、それらの存在のサポートのもとに、 

偶然と感じる必然を生きていた――、という事ではないでしょうか？！ 

 

何故地上に生まれてきたのかわからず、別にいてもいなくてもどうでもいい存在、と思いながら 

ここまで生きてきた地上セルフですが、眠っていただけ…なのかもしれません 

人は皆 

大きな目標に向かって進む、壮大なネットワークの中にある！ 

神界でいわれる “最後の一厘” とは 

“ 根源へのアセンション ” における、今ここの、 “地上セルフ” なのかもしれません 

小さな一厘だけど、かけがえのない一厘！ 

九分九厘の行方を決める、待望のアンカー！！ 

 

一番大切な事は、ハイアーセルフと全高次にとっての “ 100％の器 ” である事 

愛の夢 と、光 を、∞に拡大していく 

 “ 究極のクリスタル ” である事！ではないでしょうか！ 

 

私達の住むこの美しい地球、そのままに！ 

 

 

神意とは、具体的にどういうことなのか？何をすればいいのか？ 

その時々において考えてみるのですが、こうだ！という、はっきりとした答えはでてきません 

ヒントとなるのは、アカデミーにおいて出される課題は、どんな時も 

 “ 愛と光 ” ＝ “ 喜び、ワクワク ” のみ！という事です 

理屈ではないところの、神の子（分御魂）としての自身の姿、状態そのものであり 
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日常生活（３D社会）とのギャップの中で、意識を切り替え、切り替え 

常に “愛と光” にフォーカスし、選択し続ける日々でしたが 

人生の中で、これほど充実した時を過ごした記憶がない！と、明確に言い切る事が出来ます 

自身の、自身に対する正当な評価であり、内にある最も重要な価値観でした 

“ 自己の真実 ”、“生きる意味” は、ただ “愛・光” であること＝“神意” と感じます！！ 

 

すべての人が、 

その人にしか出来ないミッションをもって、生まれてきたと言われます 

自分のやりたいこと、ワクワクすること（魂の声）が、 

宇宙の導きであり、その人にとっての、大切なミッション！！ 

 

自己のミッションと感じる、白山や菊理姫についての探求、実践を通して 

ただ、 “ 神意のままに ―― ” 

今ここにあるのが私であり、それ以外には何もない、と感じます 

 

神意とは 

“ 愛と光の中にある、愛と光そのもの ” 

∞の光の道 
 

新生ヤマト皇国の画像は、２０１１年には想像もできなかった 

“ 根源アセンションプロジェクト HAKU（hamu）SAN ” の表紙絵でもあります！ 

 “ 愛の真文明創造・発進！！”  をテーマとして 

根源まで続く自己のハイアーセルフと、関連するすべての高次が一つとなり 

過去と未来が連動する、∞の創造空間、ゼロポイント “中今” です 

これからも 

神意のままに、全てとともに、進みたいと思います！！ 

(*^^*) 

２０１７．３．１９ 善美 rumines  


